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東
京
宣
言
と
日
ソ
共
同
宣
言
の
内
容
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

一
九
九
三
年
十
月
、
日
露
関
係
に
関
す
る
東
京
宣
言
（
以
下
、
「
東
京
宣
言
」
と
い
う
。
）
が
当
時
の
細
川
護
熙
内
閣
総

理
大
臣
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
が
、
「
東
京
宣
言
」
が
署
名
さ
れ
た
時
に
駐
ロ
シ
ア
日
本

国
大
使
、
外
務
省
欧
亜
局
長
、
ロ
シ
ア
課
長
を
務
め
て
い
た
人
物
の
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
三
名
は
、
「
東
京
宣
言
」
作
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
。

三

「
東
京
宣
言
」
に
「
日
本
国
総
理
大
臣
及
び
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
は
、
両
国
関
係
に
お
け
る
困
難
な
過
去
の
遺
産
は
克
服

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
共
有
し
、
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
の
帰
属
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
真
剣
な
交
渉
を
行
っ
た
。
双
方
は
、
こ
の
問
題
を
歴
史
的
・
法
的
事
実
に
立
脚
し
、
両
国
の
間
で
合
意
の
上
作
成
さ
れ

た
諸
文
書
及
び
法
と
正
義
の
原
則
を
基
礎
と
し
て
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
平
和
条
約
を
早
期
に
締
結
す
る
よ
う
交
渉
を
継
続

し
、
も
っ
て
両
国
間
の
関
係
を
完
全
に
正
常
化
す
べ
き
こ
と
に
合
意
す
る
。
」
と
の
文
言
が
あ
る
が
、
右
文
言
か
ら
は
、
日

ロ
間
で
の
歯
舞
、
色
丹
、
国
後
、
択
捉
の
北
方
四
島
の
帰
属
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
論
理
的
に
は
四
対
〇
、
三
対
一
、
二
対

二
、
一
対
三
、
〇
対
四
の
五
通
り
の
帰
属
の
可
能
性
が
読
み
取
れ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
も
同
様
の
認
識
を
有
し
て
い
る

か
。

一



四

一
九
五
六
年
十
月
に
署
名
さ
れ
た
日
本
国
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
共
同
宣
言
（
以
下
、
「
日
ソ
共
同

宣
言
」
と
い
う
。
）
に
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
は
、
日
本
国
の
要
望
に
こ
た
え
か
つ
日
本
国
の
利
益
を
考
慮

し
て
、
歯
舞
群
島
及
び
色
丹
島
を
日
本
国
に
引
き
渡
す
こ
と
に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
諸
島
は
、
日
本
国
と
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
の
間
の
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
に
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
の

文
言
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
歯
舞
、
色
丹
の
二
島
の
日
本
へ
の
引
き
渡
し
を
決
め
た
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
と
、
歯
舞
、
色

丹
の
日
本
へ
の
引
き
渡
し
に
つ
い
て
何
ら
言
及
さ
れ
ず
、
右
二
島
を
含
め
、
北
方
四
島
す
べ
て
が
帰
属
の
交
渉
の
対
象
に
な

る
と
決
め
た
「
東
京
宣
言
」
は
、
北
方
四
島
の
我
が
国
へ
の
返
還
を
図
る
上
で
、
我
が
国
に
と
っ
て
後
退
で
あ
る
と
受
け
取

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

五

「
日
ソ
共
同
宣
言
」
も
「
東
京
宣
言
」
も
、
日
ソ
も
し
く
は
日
ロ
両
国
の
国
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け
て
い
る
も
の
と
承

知
す
る
が
、
四
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
日
ソ
共
同
宣
言
」
と
「
東
京
宣
言
」
は
内
容
に
お
い
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い

か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


